
令和７年度（2025年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 国語 科目 現代の国語 単位数 ２ 学年 １ 科 全学科 

使用教科書 標準 現代の国語 (第一学習社) 

補助教材等 
標準 現代の国語 学習課題集 (第一学習社) 

キーワード漢字 2700 (浜島書店) 

 

１ 学習の到達目標 

 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・

能力を育成することを目指す。 

（１）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

（２）論理的に考える力や豊かに想像する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自

分の思いや考えを広げたり深めたりできるようにする。 

（３）言葉のもつ価値への認識を深め、読書から自己を向上させ言語文化の担い手として社会に関わ

ろうとする態度を養う。                                                                                 

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇「国語」はすべての学びの基礎となる大切な授業です。高校での学びや社会生活を豊かにするため

に必要な国語力を身につけてください。積極的な授業参加を期待します。 

〇この授業では「読む」「書く」活動だけでなく、「話す」「聞く」活動も行います。自分の考えをどの

ように他者に伝えるか工夫を凝らし、表現力を磨きましょう。 

〇国語の基礎的な学力を高めるため、漢字練習帳や教科書準拠課題集を使って家庭学習をしましょ

う。繰り返し学習することが大切です。 

〇国語力を伸ばすことは、短期間で効率的にできることではありません。日頃から読書に親しみ、語

彙力を増やし、表現の幅を広げましょう。知らない言葉に出会ったら辞書で調べることで豊かな日

本語の力が身につきます。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

実社会に必要な国語の知識

や技能を増やし、文章に含

まれる情報を適切に理解し

取り扱うことができる。  

目的や場に応じた情報収集

を行い、他者との関わりの

中で伝え合う力を高め、自

分の考えを深めることがで

きる。  

目的や見通しをもって学習

活動に参加し、積極的に自

己の考えや感性を深めよう

とすることができる。 

主な評価 

方法 

・定期考査  ・定期考査 

・話し合いや発表などの場

面での観察 

・授業への取り組み 

・話し合いや発表などの場

面での観察 

・提出物 

 

 

 

 

 

 



４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

一

学

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

   

オリエンテ

ーション 

 

 

世界を広げ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間と文化 

 

 

 

 

 

 

言語活動① 

 

 

 

社会と人間 

 

 

 

 

 

「なぜ本を読

むのか」(又吉

直樹) 

 

 

 

 

 

 

 

「『間』の感

覚」 (高階秀

爾) 

 

 

 

 

待遇表現 (敬

語の学習) 

 

 

「弱いロボッ

トの誕生」(岡

田美智男) 

 

２ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

９ 

 

・図書館オリエンテーショ

ンを通して、高校図書館

の利用方法を学ぶ。 

 

・筆者の考える読書の効用

について、文章構成をも

とに理解し、自分に照ら

して考えを深める。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

 

・対比表現に着目して文章

読解する。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

・敬語表現を意識した言葉

遣いを理解する。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

・「弱いロボット」の開発意

図を理解し、人との間に

生まれた関係性につい

て考えを深める。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

 

・語句の量を増やし、語

彙を豊かにしている。

(a) 

・内容や構成、論理の展

開を的確に捉え、要旨

を把握している。(ｂ) 

・読書の意義と効用を理

解し、本に親しもうと

している。(ｃ) 

 

・文章に含まれている情

報を相互に関連付けな

がら、文章の構成や論

理の展開を的確に捉

え、要旨を把握してい

る。(ｂ) 

 

・相手、目的、場面に応

じた言葉遣いを理解し

ている。(a) 

 

・内容や構成、論理の展

開を的確に捉え、要旨

を把握している。(ｂ) 

・動画と本文を比較し、

わかったことを説明し

ている。(ｃ) 

 



二

学

期 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

  

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

人間と文化 

 

 

 

 

 

 

 

言語活動② 

書いて伝え

る 

 

 

 

現代と社会 

 

 

 

 

 

 

言葉が開く

世界 

 

 

 

 

 

 

社会と人間 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ステレオタ

イプの落とし

穴」(原沢伊都

夫) 

 

 

 

 

書き方の基本

レッスン 

(作文の書き

方) 

 

 

「 黄 色 い 花

束」 (黒柳徹

子) 

 

 

 

 

「言葉遣いと

アイデンティ

ティ」(中村桃

子) 

 

 

 

 

「人はなぜ仕

事 を す る の

か」(内田樹) 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ステレオタイプとは何か

を説明するための論展

開を把握し、筆者の主張

について理解を深める。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

・表記、表現の基本を理解

し、意見作文の書き方を

学ぶ。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

・コソボの話題と筆者の子

供時代の話題との関係

を把握し、子供たちに対

する筆者の思いについ

て考えを深める。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

・人間関係を調整する「言

葉」と「言葉遣い」の役

割について、具体的事例

とともに理解を深める。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

・本文で使われている「パ

ス」という言葉の意味を

考え、筆者が述べる仕事

の本質について考察す

る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

・内容や構成、論理の展

開を的確に捉え、要旨

を把握している。(ｂ) 

・本文を読んで考えを深

め、実社会から題材を

求めて発表している。

(ｃ) 

 

・表記、表現の基本を理

解している。(a) 

・意見作文の書き方を理

解し、実践している。

(ｂ) 

 

・内容や構成、論理の展

開を的確に捉え、筆者

の思いを読み取ってい

る。(ｂ) 

 

 

 

・言葉には認識や思考を

支える働きがあること

を理解している。(a) 

・内容や構成、論理の展

開を的確に捉え、筆者

の思いを読み取ってい

る。(ｂ) 

 

・話し言葉と書き言葉の

違いを理解している。

(a) 

・内容や構成、論理の展

開を的確に捉え、筆者

の思いを読み取ってい

る。(ｂ) 

                                合計 ７０時間 



令和７年度（2025年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 国語 科目 言語文化 単位数 １ 学年 １ 科 全学科 

使用教科書 新編 言語文化 (数研出版) 

補助教材等 新編 言語文化 準拠ワーク (数研出版) 

 

１ 学習の到達目標 

 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・

能力を育成することを目指す。 

（１）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、言語文化に対する理解を深められ

るようにする。 

（２）論理的に考える力や豊かに想像する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自

分の思いや考えを広げたり深めたりできるようにする。 

（３）言葉のもつ価値への認識を深め、読書から自己を向上させ言語文化の担い手として社会に関わ

ろうとする態度を養う。                                                                        

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇「国語」はすべての学びの基礎となる大切な授業です。高校での学びや社会生活を豊かにするため

に必要な国語力を身につけてください。積極的な授業参加を期待します。 

〇この授業では古文や漢文を学習します。古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、作

品の背景を理解し、古典の世界に親しみましょう。 

〇国語の基礎的な学力を高めるため、教科書準拠課題集を使って家庭学習をしましょう。特に古典は

繰り返し学習することで力がついてきます。 

〇国語力を伸ばすことは、短期間で効率的にできることではありません。日頃から読書に親しみ、語

彙力を増やし、表現の幅を広げましょう。知らない言葉に出会ったら辞書で調べることで豊かな日

本語の力が身につきます。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

社会生活に必要な国語の知

識や技能を身につけるとと

もに、古典を読むために必

要な知識を身につけ、言語

文化に対する理解を深める

ことができる。  

古典などを通して先人のも

のの見方、感じ方、考え方

を知り、自分の考えを深め

ることができる。 

 

  

目的や見通しをもって学習

に参加し、積極的に自己の

考えや感性を深めようとす

ることができる。 

 

  

主な評価 

方法 

・定期考査  ・定期考査 

・話し合いや発表などの場

面での観察 

・授業への取り組み 

・話し合いや発表などの場

面での観察 

・提出物 

 

 

 

 

 



４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

三

学

期 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

「ことば」を

吟味する 

 

 

 

受け継がれ

る古典 

 

 

 

 

 

 

 

 

古文の世界

を楽しむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代にも生

きる教え 

 

 

 

 

 

「舟を編む」

(三浦しをん) 

 

 

 

「羅生門」 

(芥川龍之介) 

 

 

 

 

 

 

 

 

古文入門 (歴

史 的 仮 名 遣

い、いろは歌) 

 

 

 

 

「 児 の そ ら

寝」(宇治拾遺

物語) 

 

 

 

 

「高名の木登

り」(徒然草) 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

・一つ一つの言葉にある意

味を吟味することの大

切さを知る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

・下人の行動や心理をもと

に場面の展開を捉える。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

 

 

 

・古文を読むために必要な

基礎知識を学ぶ。 

・有名な古典作品につい

て、冒頭部分を読む。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

・古文に慣れるとともに、

現代に通じる話のおも

しろさや人間描写の巧

みさを知る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

・古文に慣れるとともに、

現代に通じる教訓を知る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

・作品内容を理解し、登

場人物の心情を読み取

っている。(ｂ) 

 

 

・文章の構成を捉え、表

現技法の効果を理解し

ている。(a) 

・作品内容を理解し、登

場人物の心情を読み取

っている。(ｂ) 

・作品の感想を積極的に

共有し、自分の考えを

深めている。(c) 

 

・古文を読むために必要

な知識について理解し

ている。(a) 

・様々な古典作品を音読

し、古典に親しもうと

している。(c) 

 

・古文を読むために必要

な知識について理解し

ている。(a) 

・作品内容を理解し、登

場人物の心情を読み取

っている。(ｂ) 

 

・古文を読むために必要

な知識について理解し

ている。(a) 

・登場人物の言葉の意味

を理解している。(b) 

・話の内容を自分の経験

と結び付けて理解して



 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

日本語の中

に生きる漢

文 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢詩を味わ

う 

 

 

漢文入門 (訓

読のきまり) 

 

 

 

格言 

 

 

 

 

 

漢詩 

「春暁」(孟浩

然) 

「春望」 (杜

甫) 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

・漢文を読むために必要な

基礎知識を学ぶ。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

・漢文の訓読に慣れるとと

もに、現在使われる言葉

が漢文に由来すること

を知る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

・表現や技法に留意して漢

詩を鑑賞し、古代中国の

人々の思いを読み取る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

いる。(c) 

 

・漢文を読むために必要

な返り点などの知識に

ついて理解している。

(a) 

 

・漢文を読むために必要

な再読文字などの知識

について理解してい

る。(a) 

 

 

・漢詩の構成や押韻など

基礎的な知識について

理解している。(a) 

・漢詩に込められた思い

を読み取っている。(b) 

                                合計 ３５時間 



令和７年度（2025年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 国語 科目 文学国語 単位数 １ 学年 ２ 科 全学科 

使用教科書 文学国語(数研出版) 

補助教材等 
文学国語準拠ワーク(数研出版) 

常用漢字ダブルクリア(尚文出版) 

 

１ 学習の到達目標 

文学作品の読解を通して言葉の特徴や使い方を知り、語彙を豊かにするとともに人間性を豊かにす

る。 

⑴ 内容・構成・展開をとらえ、登場人物の人間性や社会とのかかわりを考察する。 

⑵ 著者の言葉遣いの特徴や表現力を学び、実社会に必要なコミュニケーション能力を高める。 

⑶ 登場人物の思想、心情を読み取り、自己の人間性を豊かにす

る。                                                                    

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇「国語」はすべての学びの基礎となる大切な授業です。高校での学びや社会生活を豊かにするため

に必要な国語力を身につけてください。積極的な授業参加を期待します。 

〇この授業では「読む」「書く」活動だけでなく、「話す」「聞く」活動も行います。自分の考えをどの

ように他者に伝えるか工夫を凝らし、表現力を磨きましょう。 

〇国語の基礎的な学力を高めるため、漢字練習帳や教科書準拠課題集を使って家庭学習をしましょ

う。繰り返し学習することが大切です。 

〇国語力を伸ばすことは、短期間で効率的にできることではありません。日頃から読書に親しみ、語

彙力を増やし、表現の幅を広げましょう。知らない言葉に出会ったら辞書で調べることで豊かな日

本語の力が身につきます。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

文体の特徴や修辞を学ぶこ

とで、言葉遣いや表現方法

を身につけることができ

る。 

作品の内容・構成・展開を

捉え、さらに登場人物の心

情や社会とのかかわりを考

察できる。 

積極的に授業に参加するこ

とで、自己の感性を高め、

他者との関わりを通して人

間性を高めることができ

る。 

主な評価 

方法 

・定期考査  ・定期考査 

・グループでの話し合いや

発表などの場面での観察 

・授業への取り組み 

・グループでの話し合いや

発表などの場面での観察 

・提出物 

 

 

 



 

４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

二

学

期 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

文学の扉 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成の小説 

『山月記』 

(中島敦) 

 

 

 

 

 

 

 

『鍋セット』 

(角田光代) 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

・李徴の心情を読み解く作業

を通して、言葉には想像や

心情を豊かにする働きがあ

ることを実感する。 

・主体性をもって粘り強く根

拠立てて物語設定の考察に

取り組む。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

・作品に共感したり、疑問を

いだいたりすることを通し

て、読書の意義と効用につ

いての理解を深める。 

・作品内容を踏まえ、自らの

経験をスピーチする。 

（全時：読・聞・話・書） 

・言葉には、想像や心情

を豊かにする働きがあ

ることを理解してい

る。(a) 

・人間が虎になるという

設定の効果について粘

り強く考察できてい

る。(ｂ)(ｃ) 

 

・人間、社会、自然など

に対するものの見方、

感じ方、考え方を豊か

にする読書の意義と効

用について理解を深め

ている。(a)(ｂ) 

・進んで作品内容を解釈

し、学習課題に沿って

スピーチをしようとし

ている。(ｃ) 

三

学

期 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和初期の

小説 

 

 

 

 

 

 

 

詩歌 

 

 

 

 

 

 

『山椒魚』 

(井伏鱒二) 

 

 

 

 

 

 

 

『永訣の朝』 

(宮沢賢治) 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

・山椒魚の考え方や行動を正

確に理解したうえで、もの

の見方、感じ方、考え方を

深める。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

・妹への心情描写を抜き出

し、そこに込められた思い

を考察することによって、

言葉には想像や心情を豊か

にする働きがあることを実

感する。 

（全時：読・聞・話・書） 

・考えを整理して山椒魚

の考え方や行動に対す

る理解を深めている。

(a)(ｂ) 

・率先して周囲と協調

し、考えを整理して話

し合いに取り組んでい

る。(ｃ) 

 

・宮沢賢治の妹への心情

や兄妹のつながりを粘

り強く考察している。

(ｂ)(ｃ) 

 

 

 



 

１ 

２ 

３ 

 

 

 

 

大正の小説 

 

『こころ』 

(夏目漱石) 

 

10 

 

・作品に表れているものの見

方、感じ方、考え方を捉え

るとともに、作品が成立し

た背景や他の作品との関係

を踏まえ、作品の解釈を深

める。 

・「明治」という時代性を考

察する。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

・『こころ』の主題を考

察する作業を通して、

作品内容を解釈するこ

とができている。(ｂ) 

・『現代日本の開化』で

述べられる「明治」と

いう時代性を踏まえた

うえで、『こころ』の

解釈を深めることがで

きている。(ｂ)(ｃ) 

                                合計 ３５時間 



令和７年度（2025年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 国語 科目 言語文化 単位数 １ 学年 ２ 科 全学科 

使用教科書 新編 言語文化 (数研出版) 

補助教材等 
新編 言語文化 準拠ワーク (数研出版) 

常用漢字ダブルクリア (尚文出版) 

 

１ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・

能力を育成することを目指す。 

（１）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、言語文化に対する理解を深められ

るようにする。 

（２）論理的に考える力や豊かに想像する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自

分の思いや考えを広げたり深めたりできるようにする。 

（３）言葉のもつ価値への認識を深め、読書から自己を向上させ言語文化の担い手として社会に関わ

ろうとする態度を養う。                                                                        

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇「国語」はすべての学びの基礎となる大切な授業です。高校での学びや社会生活を豊かにするため

に必要な国語力を身につけてください。積極的な授業参加を期待します。 

〇この授業では古文や漢文を学習します。古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまり、作

品の背景を理解し、古典の世界に親しみましょう。 

〇国語の基礎的な学力を高めるため、教科書準拠課題集を使って家庭学習をしましょう。特に古典は

繰り返し学習することで力がついてきます。 

〇国語力を伸ばすことは、短期間で効率的にできることではありません。日頃から読書に親しみ、語

彙力を増やし、表現の幅を広げましょう。知らない言葉に出会ったら辞書で調べることで豊かな日

本語の力が身につきます。  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

言葉には、文化の伝承、発

展、創造を支える働きがあ

ることを踏まえ、古典を読

むために必要な知識を身に

つけ、言語文化に対する理

解を深めることができる。  

古典などを通して先人のも

のの見方、感じ方、考え方

を知り、自分の考えを深め

ることができる。 

 

  

目的や見通しをもって学習

に参加し、積極的に自己の

考えや感性を深めようとす

ることができる。 

 

  

主な評価 

方法 

・定期考査  ・定期考査 

・話し合いや発表など授業

への取り組み 

・話し合いや発表など授業

への取り組み 

・提出物 



４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

一

学

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

   

オリエンテ

ーション 

 

詩歌を味わ

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代にも生

きる教え 

 

 

 

 

 

故事と成語 

 

 

 

「六月」 

(茨木のり子) 

 

 

 

 

「サーカス」 

(中原中也) 

 

 

『徒然草』 

「ある人、弓

射ることを習

ふに」 

 

 

 

「虎の威を借

る狐」 

１ 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

・「美しい」とはどのような

ものであるかを考える

ことを通して、自らが理

想とする生き方や社会

の姿を考える。 

 

・視覚的・聴覚的な表現の

工夫を理解する。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

・古文に慣れるとともに、

現代に通じる教訓を知

る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

・漢文の訓読に慣れるとと

もに、現在使われる言葉

が漢文に由来すること

を知る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

・語感を磨き語彙を豊か

にしている。(a) 

・詩の構成や表現の仕

方、表現の特色について

評価している。(ｂ) 

・進んで作品構成を評価

している。(c) 

 

 

 

・古文を読むために必要

な知識について理解して

いる。(a) 

・話の内容を自分の経験

と結び付けて理解して

いる。(ｂ)(c) 

 

・漢文を読むために必要

な知識について理解し

ている。(a) 

 

二

学

期 

７ 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録する文

学 

 

 

 

 

 

 

 

 

『沖縄の手記

から』 

(田宮虎彦) 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・戦後の社会状況や文化的

背景と、その時代に特有

の語句の意味を調べる。 

・近現代にはどのような社

会情勢があり、その中で

書かれた戦争文学にはど

のようなものがあったか

を確認する。 

（全時：読・聞・話・書） 

・それぞれの作品が成立し

た背景を踏まえたうえ

で、各作品が伝える内容

をおおむね理解すること

ができている。⒜⒝ 

・時代背景を理解するため

に自ら調べようとしてい

る。(ｃ) 

 



９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔と変わら

ない人の心 

 

 

 

 

 

「ことば」の

力 

『伊勢物語』 

「芥川」 

「筒井筒」 

 

 

 

 

『 葉 桜 と 魔

笛』 

(太宰治) 

８ 

 

 

 

 

 

 

６ 

・登場人物について的確に

捉え、古典的な価値観と

現代的な価値観の両方を

踏まえ解釈する。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

・「葉桜」「魔笛」という

言葉が作品内でどのよう

に機能しているかを確認

する。 

・口笛が聞こえてきた経緯

を整理する。 

（全時：読・聞・話・書） 

・登場人物について捉え、

現代的な価値観を踏まえ

て自分なりの感想を述べ

られている。⒜⒝ 

・周囲の考えを参考にしな

がら話し合っている。⒞ 

 

・作品の展開を踏まえたう

えで、自らの解釈を矛盾

なく説明することができ

ている。⒜⒝ 

・学習課題を踏まえて周囲

と協調しながら話し合い

に取り組んでいる。⒞ 

                                合計 ３５時間 



令和７年度（2025年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 国語 科目 国語表現 単位数 ２ 学年 ３ 科 学年選択者 

使用教科書 国語表現 (大修館書店) 

補助教材等 国語表現基礎練習ノート(大修館書店) 

 

１ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・

能力を育成することを目指す。 

（１）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付ける。 

（２）論理的に考える力や豊かに想像する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自

分の思いや考えを広げたり深めたりできるようにする。 

（３）言葉のもつ価値への認識を深め、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、言葉を通して

他者や社会に関わろうとする態度を養う。                                                                        

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇「国語」はすべての学びの基礎となる大切な授業です。高校での学びや社会生活を豊かにするため

に必要な国語力を身につけてください。積極的な授業参加を期待します。 

〇この授業では「読む」「書く」活動だけでなく、「話す」「聞く」活動も行います。自分の考えをどの

ように他者に伝えるか工夫を凝らし、表現力を磨きましょう。 

〇国語力を伸ばすことは、短期間で効率的にできることではありません。日頃から読書に親しみ、語

彙力を増やし、表現の幅を広げましょう。知らない言葉に出会ったら辞書で調べることで豊かな日

本語の力が身につきます。 
 

 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

伝え合う目的や場面、相手、

手段に応じた適切な表現や

言葉遣いを理解し、使い分

けることができる。  

自分の思いや考えが伝わる

よう、話の構成や展開を工

夫し、相手の同意や共感が

得られるように表現を工夫

することができる。  

言葉を通して他者と積極的

に関わり、伝える力を高め

ようとできる。  

主な評価 

方法 

・作文等の提出物 

・授業内の小テスト  

・作文等の提出物 

・授業内の小テスト 

・グループでの話し合いや

発表などの場面での観察 

・授業への取り組み 

・作文等の提出物 

・グループでの話し合いや

発表などの場面での観察 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

一

学

期 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

６ 

 

 

   

言葉と出会

う 

 

 

 

 

 

 

伝える、伝え

よう 

 

 

  

 

 

小論文・レポ

ート入門 

教科書ｐ12～

ｐ27 

・基本的な文

章の書き方 

・意見作文(小

論文 )を書

く 

 

教科書ｐ36～

p51 

・自己紹介ゲ

ーム 

・伝え方のヒ

ント 

 

教科書 p53～

90 

・小論文を書

くために 

8 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

14 

・練習問題を通して文章の

書き方を学ぶ。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

 

・演習をとおして、伝え方

の工夫を学ぶ。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

・原稿用紙の使い方や表記

に注意し、自分の意見を

分かりやすく伝える作

文を書く。 

（全時：読・聞・話・書） 

・言葉についての理解がで

きている。（a） 

・積極的に授業に取り組め

ている。(ｂ)(ｃ) 

 

 

 

 

・伝え方のヒントを理解し

ている。（a） 

・積極的に演習に取り組ん

でいる。(ｂ)(ｃ) 

 

 

 

・原稿用紙の使い方や基本

的な文章の書き方の決

まりを理解している。

(a) 

・学んだことを活かし、自

分の意見を読み手に分

かりやすく伝える書き

方を工夫している。

(ｂ)(ｃ) 

二

学

期 

７ 

８ 

９ 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己 PR と面

接 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書 p94～

ｐ126 

・効果的な自

己 PR 

・将来の自分

を考える 

・志望理由を

書く 

・面接にチャ

レンジ 

 

 

24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他者の意見も参考に自分

の長所・短所を考える。 

・自分の過去の経験や現在

を整理し、自己 PR 文を

書く。 

・面接演習を互いに行う。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

 

・自分の長所・短所を理

解できている。(a) 

・自分の考えを文章にま

とめることができる。

(a) 

・他者との関わりの中で

自分を見つめ、印象に

残る自己 PR原稿を書く

ことができる。

(ｂ)(ｃ) 

 

 



11 メディアを

駆使する 

・通信文を書

き分ける 

・電話を使い

こなす 

10 ・相手や目的に応じた通信

文の書き方を学び、手紙

を書く。 

・社会人としての電話のマ

ナーを学ぶ。 

（全時：読・聞・話・書） 

・社会人になることを意

識し、適切な通信文の

書き方や電話の使い方

を理解し実践すること

ができる。(a)(ｂ)(ｃ) 

三

学

期 

12 

１ 

読書のひろ

ば 

 

 

 

 

・著名な文学

作 品 を 読

み、主題を

考える。 

・主人公の心

情を考察す

る。 

 

10 ・KＪ法を使い、グループご

との演習を行う。 

（全時：読・聞・話・書） 

・リーダーシップをとれ

ているか。仲間と共同

して作業を行うことが

できるか。 

・明確に発表内容を伝え

られるか。(a)(ｂ)(ｃ) 

 

                                合計 ７０時間 



令和７年度（2025年度） 学習の手引き（シラバス）     長野工業高等学校 

課程 全日制 

教科 国語 科目 文学国語 単位数 ２ 学年 ３ 科 全学科 

使用教科書 文学国語(数研出版) 

補助教材等 
文学国語準拠ワーク(数研出版) 

国語必携パーフェクト演習三訂版（尚文出版） 

 

１ 学習の到達目標 

文学作品の読解を通して、多様な文体に触れ言葉の特徴や適切な使い方を知り、語彙を豊かにする

とともに表現力や人間性を豊かにする。 

（１）実社会に必要な国語の知識や理解力、思考力を身に付けるようにする。 

（２）論理的に考える力や豊かに想像する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、

自分の思いや考えを広げたり深めたりできるようにする。 

（３）言葉のもつ価値への認識を深め、読書から自己を向上させ言語文化の担い手として社会にか

かわろうとする態度を養う。           

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

〇「国語」はすべての学びの基礎となる大切な授業であり、社会生活を豊かにするために必要な国

語力を身につけることを期待する。自らの意思を持った、積極的な授業参加を望む。 

〇国語力を伸ばすことは、短期間で効率的にできることではない。日頃から文字、文章、読書に親

しみ、語彙力を増やし多様な表現に触れて欲しい。未知の言葉を調べることや、自分らしい表現

方法を身に付けることを期待する。 

〇社会人として働くために、また、上級学校へ進学して深い研究をするために、コミュニケーショ

ン能力は必要不可欠である。能力向上のために、作品中の人物の心について考察する、的確な表

現方法を知ることが必要である。受動的に作品に関わるのではなく、能動的に活動して欲しい。 

 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

様々な文体の特徴を捉え、

語彙を増やすとともに、新

たな視点からの読解力を身

に付けることができる。 

作品中の人物の心中を文章

表現から考察することがで

きる。 

積極的に授業に参加し、感

性を高めると共に、他者の

意見を自己に反映させるこ

とで人間性に深みを持たせ

ることができる。 

主な評価 

方法 

・定期考査  ・定期考査 

・授業中の発言など 

・授業への取り組み 

・質疑応答など 

・提出物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習及び評価計画 

  ※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

学

期 
月 単 元 教 材 

時

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

一

学

期 

４ 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

７ 

 

 

 

 

 

 

平成の小説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和中期の

小説 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 ひ よ こ の

眼」 

（山田詠美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「野火」 

(大岡昇平) 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主人公の気持ちを表現か

ら読み取り、「彼」との

関わりからどのようにタ

イトルに結びついていく

かを理解する。 

・自分の高校生活と照らし

合わせ、自分の感じてい

ることを見つめる。 

・感想や意見を作文にす

る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

・場面ごとの主人公の心情

を、状況から読み取る。 

・題名の意味について考え

る。 

・極限状態の中であらわれ

る人間性について考え

る。 

・戦争文学に触れること

で、平和について考え、

自分の意見を作文にす

る。 

（全時：読・聞・話・書） 

・語彙量を増やせてい

る。(a) 

・内容を的確に捉え、要

旨を把握し、自分の生

活と結び付けて考えを

表現できる。(ｂ)

（c） 

 

 

 

 

 

・語彙量を増やせてい

る。(a) 

・要旨を把握している。

(ｂ) 

・よりよく生きることに

ついて考え、文章表現

できる。（c） 

 

二

学

期 

８ 

９ 

 

 

 

 

 

 

10 

11 

12 

 

大正の小説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外の小説 

「檸檬」 

(梶井基次郎) 

 

 

 

 

 

 

「件」 

（内田百閒） 

 

 

 

 

「掟の門前」

（カフカ） 

10 

 

 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

 

4 

・主人公の行動とその裏の

心情を読み取る。 

・檸檬に与えられた意味は

何なのかを想像してみ

る。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

・物語の状況設定を確認

し、主人公と群衆のやり

取りを整理することで、

主人公の不安と群衆の期

待の関係性を読み取る。 

 

・ 翻 訳 さ れ た 文 章 に 触  

れ、内容を理解する。 

・門番と男の人物像を理 

解する。 

・掟や門番が象徴してい 

るものは何か考える。 

（全時：読・聞・話・書） 

 

 

 

 

・語彙量を増やせてい

る。(a) 

・要旨を把握している。

(ｂ) 

・心の不可思議さについ

て、自分の経験をたど

って考えられる。(C) 

 

・語彙量を増やせてい

る。(ａ) 

・要旨を把握している。

(ｂ) 

 

 

・語彙量を増やせてい

る。(ａ) 

・要旨を把握している。

（ｂ） 

・主人公の取った行動に

ついて自らの考えを説

明できる。(ｃ） 



三

学

期 

12 

１ 

 

 

平成の小説 「クリーム」

（村上春樹） 

14 ・物語の状況設定を確認

し、主人公の心境の変化

を読み取らせる。 

・十八歳の時の出来事が

「ぼく」に与えた影響を

読み取る。 

・語彙量を増やせてい

る。(ａ) 

・「ぼく」の変化につい

て確認できている。

（主旨の理解を含め

て。）（ｂ） 

・これからの人生で出会

うだろう困難について

考えを述べることがで

きる。 (ｃ） 

                                合計 ７０時間 


